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S=1:20,000

工事箇所

縮尺　S=1:20,000

位　置　図

工事名：八高林道災害復旧工事（２・３工区）

所在地：静岡県島田市高熊　高熊国有林1204ろ林小班外



S=1:5,000

縮尺　S=1:5,000

位　置　図

工事名：八高林道災害復旧工事（２・３工区）

所在地：静岡県島田市高熊　高熊国有林1204ろ林小班外
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S=1:50
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路盤紙 クラフト紙系

6-150-150溶接金網

コンクリート

幅 員

材 料 表

名 称 数 量 品 質・規 格

コンクリート

路 盤 紙

溶 接 金 網

路 盤 工

21-8-25(40)

クラフト紙系

再生砕石　RC-40

60*150*150

16.20m3

115.00m2

115.00m2

18.00m3

100m2当り

S=1：free

＊目地材設置にあたっては、延長方向10m間隔で設置することを標準とする。
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設　計　図

（２工区）

八高林道災害復旧工事

令和6年9月　測量

静岡森林管理署

％

平　均最　 急

荷 　重

設 　計

最小半径
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２号箇所
S= 1 / 200

八高林道IPNO D N-A A IA R T.L S.L C.L B.C M.C E.C MEMO

1 24.1 114 -46 216 -26 36 -26 25 8.2 1.32 15.9 15.9 23.8 31.8

曲　線　設　定　表

補強土壁工 L=34.0m
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5横断面図
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盛土材の条件

補強土壁構造物設計条件

1.2

地震時

2.0

常時

引抜きに対する安全率

設計水平震度
内的安定及び外的安定検討時

全体安定検討時

γ=18KN/m3･ｃ=0KN/m2･φ=35ﾟ

（施工上の注意点）

・使用盛土材料が適用範囲外となる場合は、設計条件の見直しや、土質安定処理
　などの対策方法を踏まえ、別途協議を行う。
・地山及び掘削面に異常な湧水が見受けられる場合は、別途協議し、排水対策
　を行うこと。

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

支持力に対する安全率

全体安定・円弧すべりに対する安全率

2.03.0

1.0

1.2

L/3

1.5

L/6

Kh=0.12

Kh=0.08

1.20

安全率の種類

曲線区間 間詰補強材敷設図
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鋼製壁面材は壁面工の座屈や回転等を防止するために斜体部材や横方向

設計・施工マニュアル」(P238～P239)に基づきλ=0.4以上とする。

補強材と壁面の連結部強度は「ジオテキマニュアルを用いた補強土の

部材を用いた構造とする。

2

2

補　　　強　　　材

〃

名　　　      称 規　　　      格

テンサー RE－ 55

テンサー RE－ 40

摘　　  要数　　量単位

ｍ

ｍ

数　量　表

283.8

2ｍテンサー RE－ 1

H=600〃

緊　    張　    杭

固　　  定　    杭

連　　　結　　　材

ＥＸＣパネル L=2000

ＥＸＣパネル L=1000

D10  L=300

ＨＤＰＥ　L=1000

D10  L=300

組

組

本

本

本

H=600

水　平　排　水　材

縦　  排　 水　 材

基　盤　排　水　層

ﾀﾞｲﾔﾍﾞｰｽPP03

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾚｰﾝA-300

RC-40

2ｍ

ｍ

3ｍ

ロール数

2本/敷設枚数

2本/1ユニット

96.8

145.5

49.0

113.0

15.0

422.0

324.0

102.0

28.0

51.0

鋼  製  擁  壁  材 ＥＸＣパネル(1:0.3) 126.6

〃

2ｍ

吸 出 し  防 止 材 ﾀﾞｲﾔﾍﾞｰｽPP03 2ｍ 102.0

壁　面　強　化　材

t=3mm

t=3mm

幅300mm 厚さ10mm

留　 め　  ピ　 ン D10  L=300 本 196.0 4本/1枚

1 000 × 600

2 000 × 600

壁 面 材 施 工 段（層）

記　  号 備　　　  考名　　　          称

凡　　　例

鋼 製 擁 壁 材（半尺品）

鋼 製 擁 壁 材（標準品）

工　区（ブロック）番　号　

工　区（ブロック）境　界

Ｈ＝

Ｌ＝

　＝

補 　強 　土 　壁 　高

補 強 材 敷 設 長

工　　　　区　　　　長

水平土被り 1.0m 線

1

補 強 材 (テンサ－RE- 55)

補 強 材 (テンサ－RE- 40)

1

壁 面 強 化 材

水 　平 　排 　水 　材

縦 　排 　水 　材

S=1:100

補   強   土   壁   工

展 開 図 4

2 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道



連 結 棒

連結部詳細図

鋼 製 壁 面 材 構 成 図 鋼 製 壁 面 材 詳 細 図

補強材（壁面強化材）詳細図

補強材（壁面強化材）敷設詳細図

断　面　図正　面　図

平面詳細図

斜タイ材

腹起し材

斜タイ材 連結棒

ストランド

結 節 点

壁 面 材

補強材（壁面強化材）

幅
方
向
（

ロ
ー
ル
幅
方

向
）

長さ方向（ロール長さ方向）

45.5×203.2×4.5×5.0
壁面材（ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ）

＃８
ワイヤークリップ

φ16mm  L=2000
腹起し材 補強材（壁面強化材）緑化マット

斜タイ材

緑化マット

連 結 棒

補強材（壁面強化材）固 定 杭

緊 張 杭

壁 面 材

斜タイ材

補強材（壁面強化材）

連結棒

２ｍユニット
（１ｍユニット）

ＳＲ２３５、ＳＳ４００

ＳＲ２３５、ＳＳ４００

ＳＰＨＣ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ
腹起し材

斜タイ材

１

４
（２）

１

ＳＲ２３５、ＳＳ４００
溶融亜鉛メッキ

ワイヤ－クリップ

緑化マット

連結棒

ポリエチレン １

２可鍛鋳鉄 ＃８

備　考材　質品　名Ｎｏ 数

 本 体 （壁面材）

２ｍユニット
（１ｍユニット）

２ｍユニット
（１ｍユニット）

２ｍユニット
（１ｍユニット）

２ｍユニット
（１ｍユニット）

２
（１）

断面詳細図

１　本体図

１

３

２

６

４

５

φ９

２　腹越し材  φ16

３　斜タイ材

４　連結棒  φ９

６　ﾜｲﾔ-ｸﾘｯﾌﾟ

1000 ± 5

2000（1000）± 5

@ 45.5 × 5 @ 45.5 × 11 = 500.5 @ 45.5 × 12 = 546 @ 45.5 × 11 = 500.5 @ 45.5 × 5

5.5 目 11 目 11 目 11 目 5.5 目

= 227.5 = 227.5

@ 45.5 × 44 = 2.002 (1.001) ± 20

200
0

50

4
0

50

574±5

2
2

0.5 目

壁面材（ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ）
45.5×203.2×4.5×5.0

補 強 土 壁 工 構 造 詳 細 図

510±30

壁 面 材

71
0
±
3
0

73.5°
±
2°

１
：

０
.３

腹起し材

0.5目

連結棒

斜タイ材

6
0
0

23
0

26
8

５ 緑化マット

D10

3
0
0

緊張杭・固定杭

75°

(10
00)

RE(265)

2 号 箇 所

展 開 図 5

八高林道



2 号 箇 所

展 開 図 6

S= 1 / 100

八高林道

EP
=3
6.
0

V=1.8/2×1.0×0.4＝0.36m3

練石積取こわし展開図
構造物取こわし　V=0.36m3

1:0.30

H
=
1
.
8

既設ブロック積

1.0

1
.
8

0.4
1.0



設　計　図

（３工区）

八高林道災害復旧工事

令和6年9月　測量

静岡森林管理署

％

平　均最　 急

荷 　重

設 　計

最小半径

国有林外

国有林内

巾　 員

勾　 配

延 　長

位 　置

分　 類

ｍ ｍ

ｍ

ｍ ｍ

％

ｔ

規 　格林道 ２級 (B)

34.0

3.6

8.00 -

静岡県島田市高熊　高熊国有林1204ろ林小班外

11.0

0.0

34.0

14.0



BM H=505.000m

R=11

IP.1

BP=0.0

3.0

11
.
0

EC1=14.6

MC1=5.8

18.0

20.0 24.0

30.0 EP=34.0

湧水

510

510

510

1204林班

ろ小班

1204林班

ろ小班

アンカー式ブロック積 L=15.085m
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

L=
8.
4m

1平　面　図

3 号 箇 所
S= 1 / 250

八高林道

IPNO D N-A A IA R T.L S.L C.L B.C M.C E.C MEMO

1 11.4 60 -20 271 -55 91 -55 11 11.4 4.82 17.6 -3.0 5.8 14.6

曲　線　設　定　表



1

3 号 箇 所
S= 1 / 250

縦断面図

八高林道
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Y
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.
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L= 20.0
500.00

510.00

IP.1
R=11.0

BM H=505.000m

勾　　配

盛 土 高

切 土 高

施工基面高

地 盤 高

測　　点
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3 号 箇 所

横断面図 1

S= 1 / 100

八高林道

2.50

0.00

BP   0.0

S3CA= 3.6

2.50

-0.14

3.0

S3CA= 2.3

BA= 0.7

3.23

2.55

1:0.40

コンクリートブロック積工

BW-L-N(b-S)
H=3.50

SL=3.39
S3CA=2.8

RA=1.4

コンクリートブロック積工
BW-L-N(b-S)

H=3.50
SL=3.39

S3CA=1.9
RA=0.5

1:0.40



2横断面図

2.50

-0.04

MC 1  5.8

S3 CA= 1.3

BA= 2.2

2.50

-0.06

11.0

S3 CA= 3.2

2.22

1.83

コンクリートブロック積工
BW-L-N(b-S)

H=4.00
SL=3.93

S3CA= 2.2
RA= 0.7

コンクリートブロック積工

BW-L-N(b-S)
H=1.50

SL=1.62
S3CA= 2.2

RA= 1.4

1:0.40

1:0.40

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道



3横断面図

2.47

-0.05

EC 1 14.6

S3CA= 1.7

-0.12

18.0

S3CA= 2.0

2.09

2.192.17

1:0.3

アンカー式ブロック積

S3CA= 3.4
RA= 1.4

(SP=18.0+0.33)

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道



4横断面図

-0.13

20.0

S3CA= 3.1

-0.28

24.0

S3CA= 1.5

BA= 0.3

2.022.56

1:0.3

1.802.79

湧水有り
1:0.3

アンカー式ブロック積
S3CA= 3.9

RA= 0.7

アンカー式ブロック積

R1BCA= 2.7
RA= 0.4

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道

4
3
0

3174

1
7
5
0

2
1
8
0

5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

3350



5横断面図

+0.02

30.0

0.00

EP  34.0

S3CA= 1.3

BA= 0.1

1.801.93

1:0.3

1:0.3

S3 CA= 1.3

BA= 0.1

アンカー式ブロック積
S3CA= 1.6

2.8

アンカー式ブロック積
5.4

RA= 0.8

S3CA=

RA= 0.4
R1BCA=

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道

1.801.80

4
8
0

3
0
0
0

3
4
8
0

3344

5
5
0

2
5
0
0

3
0
5
0

3215



BM H=505.000m

R= 11

IP.
1

BP=0.0

3.0

1
1
.
0

EC1=14.
6

MC1=5.8

18.0

20.
0 24

.0

3
0.0 EP34.

0

2
2.6

アンカー式ブロック積　平面図

3号ラップブロック延長L=15085

300

300

小口止めコンクリート

小口止めコンクリート

起
点

B
P

1
8.

0+
0.

3
30

終
点
EP
34
.0

BP
18.0+

0.330

184°45'17"

平面角 22.6

S=1／100

展 開 図 1

3 号 箇 所
S= 1 / 200

八高林道

1回）

５００ｍ に

め度（盛土材

盛土材の締固

3

項目（頻度）

・岩石質盛土材の場合は，工法規定方式で

　管理するものとする。

施工管理基準値

　上記締固め度が得られない場合は、

　空気間隙率を１３％以下とする。

・細粒分含有量が多い場合（２０％以上）で

　Ｃ，Ｄ，Ｅ法による９０％以上とする。

　最大乾燥密度の９５％以上又は，

・ＪＩＳ　A　１２１０のＡ，Ｂ法による

必要な極限支持力

擬似擁壁の外的安定

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

支持力の安全率

地　盤　反　力

活荷重

雪荷重

盛土材の粘着力

18γ＝    ｋＮ/ｍ

ｋＮ/ｍ

特 記 事 項

ｑＬ＝    ｋＮ/ｍ

ｑｕ=302.394

Fs≧3.0

Ｑ1=100.798

φ＝    °

 C＝    ｋＮ/ｍ

ｋＮ/ｍ

2

単位

2

常時

―

地震時

10

35

 0

2

2

設 計 条 件
3

設計水平震度 考慮しない

―

―

25 以下

　を確認すること。

 　　　　　　　　細粒分の含有量が     ％     のもの。

・施工時に補強土壁背後の掘削面に湧水が確認された

　場合は、設計図に示された排水工とは別に排水対策を施すこと。

・基礎地盤の極限支持力が，上記の必要な極限支持力以上であること

25 以下

・盛土材は以下に示す土質材料もしくは岩石質材料を使用すること。

　（土質材料） ：細粒分の含有量が     ％     のもの。

（岩石質材料）：最大粒径が２００ｍｍ以下の硬岩ずり、

　　　　　　　　もしくはスレーキング率３０％以下の軟岩ずりで、

土質定数 裏込材 背面土

18γ＝    ｋＮ/ｍ

φ＝    °

 C＝    ｋＮ/ｍ

35

2

3

 0

考慮しない
8 00

2
5
0

2.1
8 2

02

2
47

1
80

1
80

1
80

2.50

2 50

2 40

2.50

10
1
5



アンカー式ブロック積　計画図

18.0 20
.0

22
.6

24
.0

30
.0

EP
34
.0

184°45'17"

小口止めコンクリート 小口止めコンクリート

BP
18
.0
+0
.3
30

平面角　22.6

計画幅

アンカー長

計算幅

ＴＹＰＥ

基礎コンクリート延長 L=15002

TYPE-1 A=39.876m
2

▽505.740 ▽ 505.880

▽ 506.088

▽ 506.200
▽ 506.680

▽ 507.000

DL=500.00

▽502.700

▽504.200
▽503.950

18.0+0.330小口止工詳細図
S=1:100

34.0小口止工詳細図
S=1:100

は、左端部ブロックを示す。
は、標準ブロックを示す。

は、右端部ブロックを示す。

　：
　：

は、現況地盤線を表す。
　： は、埋戻し線を表す。

注：

　：

　： は、つま先から地山までの水平幅1.0ｍを想定した線を表す。

笠コンクリ－ト
a=7.162m2

目
地

▽505.763

DL=500.00

S=1／100展開図

デリネータ　５本

展 開 図 2

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道

B'=0.90m
L =0.80m

300

1:0.3

300

1:
0.
3

1
4
0
0

2
6
5
0

アンカー式ブロック積延長L=15085 300300

3999 11086

1376 2623 1386 6000 3700

4
3
0

1
7
5
0

3
8
8

3
0
00

4
8
0

3
0
0
0

55
0

2
5
0
0

3003961300 11041

5
5
0

3
1
3

5
0
0

3
0
0
0

93006385

B =1.00m

1
4
0
0

1000

1
4
0
0

2
6
5
0

1000

2
6
5
0



1.802.80

1:0.3

笠コンクリート

（再生砕石RC-40）

裏込材

アンカー材

均しコンクリート　ｔ=125

ブロック

土砂安定シート

前面部用

ストッパーパネル

□２００×２００

吸出防止材

　不織布（ｔ＝３ W=2000）

S=1／100標準断面図

基礎砕石

基礎コンクリート

アンカー式ブロック積

展 開 図 3

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道

L

計画幅=1000

計算幅=900

ｱﾝｶｰ長=800

30
0以

上
壁
高
H

n×
2
50
=壁

高
H

全
壁
高

1
5
0

2
0
0

0.40



3 号 箇 所

展 開 図 4

S= 1 / 100

八高林道

BP
=0
.0

3.
0

MC
1=
5.
8

11
.0

S
L
=
3
.
3
9

S
L
=
3
.
3
9

S
L
=
3
.
9
3

S
L
=
3
.
9
3

S
L
=
1
.
6
2既設ブロック積

コンクリートブロック積工

① ②

③

小口止め

コンクリート= (3.39+3.61)/2×0.55×0.30       =0.58m3

型　　　枠　= (3.39+3.46)/2×0.18+3.46×0.31/2

+3.39×0.30 =2.17m2

小口止め

2.3 2.1 4.0

4.02.7

8.4

1.40.3

0.5
5

3.393.61

0.1
8

0.3
1

3.46

0.1
8



5展 開 図

V=　2.06+0.42＝2.48m3

既設ブロック積取こわし展開図
構造物取こわし工 V=2.48m3

BP
=0
.0

3.
0

既設ブロック積

2
.
0

2
.
0

3 号 箇 所
S= 1 / 100

八高林道

SL=2.1

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰL=2.1m
厚さ 35cm

ブロック　=2.1×0.35×2.8=　2.06m3

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　=0.15×2.8= 0.42m3

ブロック　=2.10m2

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ=0.15m3

0.35
2.3 0.5

2
.
0

0
.
3

0.52.8


